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１  ユニットの概要 

 
医療や医師の仕事は、広範に、さまざまに、社会の影響を受け、社会に貢献する。医師は「自然科

学・生物医学」の観点だけでは見えない現実や問題に関わる機会も多い。医師が出会う、「患者」と

いう面がある人のひとりひとりに、人生があり、その人やその人の近くで関わる人たちが社会の中に

生きるひとりひとりであることをよく知ることも、「社会の中の医療」の学びにとって重要である。 

 

したがって、医師や医学生が、以下に列挙するような話題や研究になじみ、理解を深めることは、

これからの社会の医療にとって有用である。 

 

●医療・保健・福祉に関連する人文学・社会科学や政策、健康や病の意味・価値という観点 

●社会（経済、政治などを含む）に関する知識や思考や対話 

●健康の社会的決定要因（SDH） 

●貧困、社会からの排除、ソーシャルな（社会的）支援、エンパワーメント 

●地域のヘルスプロモーションや健康格差問題解決の取り組み 

●諸国の医療運営、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC） 

●健康や病に関する意思決定・選択 

●医療・健康に関する資源の分配的正義 

●医療技術評価、そしてその道徳的観点 

●グローバルな見方 

 

また、医師や医学生が、これらの知識や先行研究を学び、その知を生かし「医療、健康政策、地

域・地域住民のヘルスプロモーションなどについて」的確に他者に伝えたり対話したりできるように

なることは、これからの「医療活動」や「人の生や健康の状態がよりよくなること」に有用である。 

 

このようなことを重要視する傾向は、この社会で年々高まっている。 

 

あなたは「医療と社会」の授業で、大学１年生という早い時期から、「社会の中の医療」「健康・

病・生き方と社会の関わり」「地域医療」「プライマリ・ケア」「医療・保健・福祉などに携わる医療

従事者に有用な社会科学・哲学」「対話」などに注目するさまざまな知を、本格的に学ぶことができ

る。また、関連する問題発見、問題解決、政策などのクリティカルシンキングにも（一人で、もしく

はピアで）取り組む。 

 

「医療と社会」の授業参加者には上記さまざまな知識を身につけることが求められるが、それはた

だ自分ひとりに閉じた学びにとどまらず、「他の人に的確に解説できるような仕方で、また、将来の

社会の中の医療で知を役立てられるような仕方で」それらの知識を身につけることも重視する学びで

ある。こうした学びの一環として、「医療と社会」では、複数回、「提出課題を活用する授業」も行

う。積極的に取り組んでほしい。「各自が関心のある国の、医療運営の歴史と現在」や「各自が関心

のある地域の、ヘルスプロモーションや健康格差問題解決の取り組み」について検索し、情報整理と

考察・評価を行い、それを示し合い、さらに考える、そういう学びの機会である。 

 

ていねいな復習と積極的な自学自習を求めたい。 

 

 



２  金沢医科大学の到達目標（アウトカム） 
① 豊かな人間性と倫理観 

② 生涯学習 

③ 医学知識と技能 

④ 患者中心・チーム医療とコミュニケーション能力 

⑤ 地域医療・社会貢献・国際貢献 

⑥ 科学的態度・探求心 

 

３  ユニットの到達目標（アウトカム）： 

※カッコ内の数字は上記の金沢医科大学の到達目標との関連を示す。  

● 授業内容についてよく理解し、それを的確に解説することができる。（①、②、④、⑥） 

● 「社会の中の医療」の理解を深めることに役立つ社会科学・哲学の知識や先行研究をよく

理解し、それらを医療や健康政策の問題（問題発見、問題解決の考察）に活用することが

できる。（①、②、⑤、⑥） 

● いくつかの地域・国の医療運営の成り立ちと現在の取り組み、健康増進・健康格差問題の

対策、それらの根拠になっている規範や科学的知見などを知り、それらについて対話し、

考察し、将来どうあることがよいかの見解を述べることができる。（①、②、④、⑤、⑥） 

 

４  学 習 方 略 
講義の理解、資料読解、演習（授業内のワーク、ホームワーク）、いずれも重視して、学習する。 

 

５ 評     価 

評価区分 評価項目 評価の対象 評価割合 

形成的評価 
講義や読書資料の理解、また、その理解

にもとづいて解説することの的確さ 
知識・技能 

 

 
ワーク・課題の取り組みと成果のよさ、

問題発見・問題提起と考察の論述のよさ 
知識・技能・態度 

 
授業参加と貢献の程度（他の学生との協

力や、良好な環境形成への協力を含む） 
知識・技能・態度 

総括的評価 試験成績 知識・技能 ５０％ 

 
演習成績（課題の評価、ミニットペーパ

ーの評価、授業参加・貢献の評価など） 
知識・技能・態度 ５０％ 

  
合 計  １００％ 

（特記事項）全ての課題の提出が必須である。ある課題の提出期日を過ぎ、大幅な減点対象となるこ

とが分かっている場合でも、それを提出しないままでは「総括的評価（合計）」は６０点を越えな

い。また、ルール違反のコピー＆ペーストを見つけた場合は、これを剽窃（ひょうせつ）とみなし、

厳しく評価・指導する。 



６  授業スケジュール 
別項参照 

 

７ 事前事後学修について 
 【自己学習（準備学習）に必要な時間】 

1 時限あたり 予習：30 分、復習：70 分 

 

８ 課題（試験やレポート等）に関するフィードバック 
  授業で学んだキーワードや知識の解説、読書資料の要約などが的確にできているかというこ

とについては、講義で全体に対して解説する。その際、数名の学生の解答や提出物を（実名も

しくは匿名で）例示し、それにコメントや補足解説をすることで、フィードバックとすること

もある。また、教員が学生にするフィードバックが常に最も効果があるということではなく

「学生どうしのフィードバックやセルフチェック」が有用な場合も多い。適宜、これらを使い

分ける。 

 

９ 教 育 担 当 者 

   ユニット責任者 ：菊地 建至  一般教育機構 医療人文学 

講 師  菊地 建至  一般教育機構 医療人文学 
 

１０  参 考 図 書 ・ 文 献 
     授業で配布される読書資料を精読することが重要である。また、授業でそのつど、参考書

や自学自習の情報を提供するから、積極的にそれらにも取り組むとよい。下記の４冊は、開

講前からざっとでも読むことを勧める。 

 

    １ 孫大輔［2018］『対話する医療──人間全体を診て癒すために』さくら舎 

    ２ 近藤克則［2017］『健康格差社会への処方箋』医学書院 

    ３ 大竹文雄［2019］『行動経済学の使い方』岩波書店 

    ４ マイケル・マーモット［2017］『健康格差──不平等な社会への挑戦』（栗林寛幸[監

訳]）日本評論社 

 



第１学年 医療と社会

学期 回数 開講日 時限 区分 講義・実習内容 コアカリ項目 講座名 教員名

後 1 10月31日 (火) 6 講義 イントロダクション、社会の中の医療と健康
A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 2 11月09日 (木) 5 講義
人生の視点とアプローチ、地域の視点とアプローチ、プライマリ・ケ
ア、対話

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 3 11月09日 (木) 6 講義 健康の社会的決定要因（SDH）、病の経験や意味、ケア
A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 4 11月17日 (金) 2 講義
提出課題を活用する授業（各自が関心のある地域の、ヘルスプロ
モーションの取り組み）

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 5 11月17日 (金) 3 講義
諸国の医療運営の歴史と現在、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ
（UHC）、医療技術評価

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 6 11月24日 (金) 2 講義 グローバルな貧困や健康格差への対応、義務
A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 7 11月24日 (金) 3 講義
貧困、社会的勾配、社会からの排除、ソーシャルな（社会的）支援、
エンパワーメント

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 8 11月30日 (木) 3 講義
提出課題を活用する授業（各自が関心のある国の、医療運営の歴
史と現在など）

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 9 11月30日 (木) 4 講義 健康や病に関する意思決定・選択、ナッジ、健康格差
A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 10 12月07日 (木) 3 講義
ヘルスプロモーションの実践と研究、幸福（ウェルビーイング）、健
康や病の意味・価値

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 11 12月07日 (木) 4 講義
医療・健康に関する資源の分配的正義、医療技術評価とその道徳
的観点

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 12 12月14日 (木) 3 講義 「医療と社会」発展編
A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 13 12月14日 (木) 4 講義 「医療と社会」発展編
A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 12月14日 (木) 6 試験 ユニット試験 一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 12月14日 (木) 7 試験 ユニット試験 一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 14 12月21日 (木) 3 講義
提出課題を活用する授業（各自が関心のある地域の、ヘルスプロ
モーションと健康格差問題解決の取り組み）

A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師

後 15 12月21日 (木) 4 講義 最終講義
A-1-2)-③,A-1-3)-
②,A-2-2)-G,B-4

一般教育機構　医療人文学 菊地講師


